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研究成果の概要（和文）：  

臨床検討 

１．胃癌術後のビタミン A,E 

胃癌術後のビタミン E の低下はまれではなく、特にビタミン E の低下は総コレステロール

低下が最も関連が強かった。しかしビタミン Aは低下しにくいようであった。 

２．胃癌手術後早期のビタミン E の変化 

術後１年までに約 20%に血中ビタミン E値の低下があった。幽門側胃切除術 RY、胃全摘術

RY の十二指腸を食物が通過する術式と通過しない術式では早期からビタミン B12 だけで

なくビタミン E の障害がみられる。 

動物実験 

  胃全摘ラット 3例、非手術ラット 3例で比較した。1ヶ月後、ビタミン Eの血中濃度を比

較すると有意に胃全摘ラットで低下を認めた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Clinical assesment 
  1. Serum Vitamin A and E levels after gastrectomy for gastric cancer 

Serum vitamin A levels decreased in 1.8% and serum E levels in 21.8%. We assume that 

vitamin E deficiency is more common than thought. Low vitamin E was associated 

significantly with low total cholesterol.  

2. Serum Vitamin E levels after gastrectomy for gastric cancer in early phase  

Serum vitamin E level was decreased in 21.7% patients. We assume that vitamin E 

deficiency more likely occurs after the reconstruction procedure in which food does 

not pass through the duodenum in early phase after gastrectomy. Transport disturbance 

with loss of passage through the duodenum consequently may be the major cause of 

malabsorption.   

Animalexperiment 

In total gastrectomy rats, the incidence of low vitamin E was significantly higher in 
non-gastrectomy rats.  
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１．研究開始当初の背景 
胃癌の手術後の不定愁訴はしばしば臨床上
経験することである。しかし、その対処は主
治医の経験により行われており、確立した治
療は無い。しかも適切な治療がなされないた
め患者の通院回数も増えてしまう。不定愁訴
でのめまい、しびれを訴える症例でビタミン
E の低下が原因である症例を経験した。そこ
でビタミン Eなどの栄養障害について研究す
ることとした。 
 
２．研究の目的 
胃癌手術後のビタミンの変動を検討するこ
とで不定愁訴の治療および予防ができれば
通院回数も減少し、医療費抑制につながる。 
 
３．研究の方法 
ビタミンの血中濃度を検査。低下症例での神
経症状の有無を検査。ビタミン低下症例への
ビタミン投与の有用性。 
 
４．研究成果 
胃癌術後の約 20%の症例でビタミン E が低下
しており、特に術後７年以上の長期経過症例
や食物が十二指腸を通過しない再建術式で
ビタミン Eの低下が有意であり、めまい等の
神経症状も見られること。ビタミン E投与に
より神経症状は改善すること。胃癌術後の不
定愁訴の原因としてビタミン Eの低下が考え
られた。さらに長期の栄養面だけでなく早期
から十二指腸を食物が通過する術式と通過
しない術式では早期からビタミン B12だけで
なくビタミン Eの障害がみられるようになり、
長期経過で不定愁訴につながっていく可能
性が示唆された。胃癌の手術後ビタミン B12
だけでなくビタミン Eのサポートも必要と考
えられた。これは動物実験でも同様の結果を
得ている。 
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